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た
ち
、
新
た
な
こ
と
に
取
り
組
も
う
と
す

る
人
た
ち
の
「
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
に

な
っ
て
い
く
と
素
晴
ら
し
い
と
思
う
の
で

す
が
。

　
私
は
、
こ
の
四
月
か
ら
京
都
府
立
図
書

館
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
社
会
状
況

の
中
、
図
書
館
を
巡
る
状
況
も
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
本
館
の
運
営
基
本
方

針
（
①
府
内
の
中
核
的
図
書
館
と
し
て
、

図
書
資
料
・
情
報
の
総
合
的
活
用
を
図
り

ま
す
。
②
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
各

種
電
子
媒
体
を
駆
使
し
て
、
迅
速
か
つ
高

度
な
図
書
館
資
料
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
め

ざ
し
ま
す
。
③
図
書
館
資
料
・
情
報
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
を
め

ざ
し
て
、
役
割
分
担
を
踏
ま
え
た
市
町
村

支
援
を
行
い
ま
す
。
④
総
合
資
料
館
と
の

連
携
に
よ
り
、
京
都
ら
し
さ
の
あ
る
図
書

館
資
料
・
情
報
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。
）

を
胸
に
刻
ん
で
、
そ
の
達
成
の
た
め
尽
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
南
北
に
長
い
京
都
府
に
あ
り
ま

し
て
は
、
府
内
全
域
へ
均
質
な
サ
ー
ビ
ス

を
進
め
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で

す
。
今
後
と
も
、
市
町
村
の
皆
さ
ん
方
と

緊
密
に
連
携
す
る
中
で
、
円
滑
な
図
書
資

料
・
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

   

　
人
は
、
難
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

時
、
ま
た
新
し
い
こ
と
を
始
め
よ
う
と
す

る
時
、
何
か
ら
入
っ
て
い
く
も
の
で
し
ょ

う
か
。

　
専
門
家
、
そ
の
道
の
達
人
、
同
じ
悩
み

を
抱
え
る
友
人
な
ど
「
人
」
を
介
し
て
進

む
人
、
関
係
す
る
本
や
情
報
を
漁
る
人
、

ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
向
か
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
道
具
選
び
か

ら
始
め
た
り
、
時
に
は
問
題
に
立
ち
向
か

う
服
装
・
ス
タ
イ
ル
か
ら
考
え
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

  

い
ず
れ
に
し
て
も
課
題
解
決
や
新
た
な

挑
戦
に
は
、
一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と

勇
気
、
そ
し
て
方
向
性
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
が
必
要
で
す
。

  

今
日
、
複
雑
多
様
化
す
る
社
会
に
あ
っ

て
、
多
く
の
人
た
ち
が
、
子
育
て
、
医
療
・

健
康
、
福
祉
・
介
護
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
た

く
さ
ん
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
団
塊

世
代
の
大
量

退
職
時
代
を

迎
え
、
会
社

な
ど
の
組
織

の
ミ
ッ
シ
ョ
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ン
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
ま
だ
ま
だ
パ
ワ
フ

ル
な
人
た
ち
が
、
自
分
自
身
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
模
索
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

  

あ
る
い
は
、
不
透
明
で
不
確
実
な
時
代

に
あ
っ
て
「
生
き
方
・
在
り
方
」
の
ヒ
ン

ト
を
求
め
て
書
物
の
中
を
さ
ま
よ
う
人
も

少
な
か
ら
ず
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
図
書
は
も
ち
ろ
ん
雑

誌
記
事
、
新
聞
記
事
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
情
報
等
多
様
な
最
新
情
報
が
集
積
す

る
図
書
館
へ
の
期
待
が
増
し
て
く
る
と
と

も
に
、
今
後
図
書
館
の
果
た
す
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

  

と
こ
ろ
で
今
春
、
全
国
の
図
書
館
関
係

者
等
が
集
ま
る
あ
る
会
合
で
、
「
今
、
全

国
の
公
立
図
書
館
は
、
貸
本
型
と
課
題
解

決
支
援
型
に
二
極
分
化
し
つ
つ
あ
る
。
」

と
あ
っ
た
の
は
衝
撃
的
で
し
た
。  

　

　
多
分
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
意
味
で
端
的
な

表
現
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

読
書
支
援
と
い
う
従
来
か
ら
の
機
能
も
大

切
に
し
な
が
ら
、
今
日
、
図
書
館
は
時
代

の
要
請
に
即
応
し
た
新
た
な
取
組
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
図
書
館
が
課
題
や
悩
み
を
抱
え
る
人
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平
成
十
九
年
度
京
図
連
協
定
期
総
会

が
、
平
成
十
九
年
四
月
十
九
日
（
木
）
午

後
一
時
三
〇
分
か
ら
、
府
立
図
書
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
開
会
行
事
と
し
て
、
小
山
雄
一

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
岡
村
光
章
国
立
国
会

図
書
館
関
西
館
次
長
、
水
江
尚
利
京
都
府

教
育
庁
指
導
部
社
会
教
育
課
長
か
ら
の
来

賓
あ
い
さ
つ
、
松
田
定
京
都
府
立
図
書
館

長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
十
九
年
度
の
理
事
紹
介

が
あ
り
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
に
は
、
図
書
館
業
務
に
永
年

勤
続
し
、
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
た
十
七

名
の
方
の
表
彰
、
並
び
に
、「
『
こ
れ
か
ら

の
図
書
館
像
』
を
実
現
す
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
筑
波
大
学
大
学
院
図
書
館
情

報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
の
薬
袋
秀
樹
氏

か
ら
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
詳

細
は
、
次
ペ
ー
ジ
）

　
#
総
会
議
事

　
総
会
は
、
奥
西
安
己
京
田
辺
市
立
中
央

図
書
館
長
を
議
長
に
選
出
し
、
加
盟
館

四
十
九
館
中
、
出
席
二
十
五
館
・
委
任
状

二
十
二
館
・
欠
席
二
館
に
よ
り
、
総
会
が

成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
議

事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
事
務
局
か
ら
、
平
成
十
八
年
度

会
務
及
び
決
算
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
監
事

の
仁
科
晴
夫
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館

長
か
ら
監
査
報
告
を
い
た
だ
き
、
会
務
報

告
・
決
算
報
告
と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画

（
案
）
及
び
予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
協
議
と
採
決
が
行
わ
れ
、
全

議
案
の
承
認
を
確
認
し
、
総
会
が
閉
会
し

ま
し
た
。

　
#
会
務
報
告
・
決
算
報
告

　
会
務
報
告
で
は
、
京
都
市
参
加
に
よ

り
、K

-L
ibn

et

が
府
内
全
市
町
村
参
加

と
な
っ
た
こ
と
、
、
ま
た
、
京
都
府
図
書

館
総
合
目
録
は
城
陽
市
を
皮
ぎ
り
に
横
断

検
索
館
と
な
る
図
書
館
が
増
加
し
た
こ

と
、
府
内
市
町
合
併
に
よ
る
中
央
・
分
館

体
制
の
増
加
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
実

施
館
の
増
加
な
ど
図
書
館
の
動
向
や
相
互

協
力
の
増
加
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
各
専
門
委
員
会
の
活
動
と
し

て
、
研
修
研
究
委
員
会
か
ら
は
三
回
の
実

務
研
修
会
（
子
ど
も
読
書
活
動
指
導
者
研

修
会
中
部
会
場
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、

相
互
協
力
委
員
会
か
ら
は
、
拡
大
相
互
協

力
委
員
会
で
の
府
内
で
一
冊
の
図
書
の
扱

い
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
寄
せ
申
込
み
ｅ

サ
ー
ビ
ス
、
実
務
担
当
者
会
で
の
府
内
図

書
館
の
協
議
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
広
報

委
員
会
か
ら
は
三
回
の
会
報
発
行
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
報
告
で
は
、
各
専
門
委
員
会
委
員

へ
の
旅
費
の
支
出
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
#
事
業
計
画
・
予
算
（
案
）

　
事
業
計
画
で
は
、
「
子
ど
も
ゆ
め
基
金

助
成
」
事
業
が
終
了
し
そ
れ
に
よ
ら
な

い
研
修
事
業
を
進
め
る
こ
と
、K

-L
ibn

et

を
利
用
し
た
相
互
貸
借
の
円
滑
な
運
営
と

大
学
図
書
館
等
と
の
連
携
に
向
け
努
力
す

る
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
予
算

で
は
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
分
担
金
等
の

減
少
に
よ
る
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
者
一
覧
（
敬
称
略
）

木
下
　
義
高
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

永
島
　
博
子
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

本
橋
千
世
子
（
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

岡
根
　
慶
子
（
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

入
江
　
尚
子
（
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

東
條
　
朝
一
（
京
都
市
吉
祥
院
図
書
館
）

青
木
め
ぐ
み
（
京
都
市
西
京
図
書
館
）

神
田
　
千
砂
（
京
都
市
向
島
図
書
館
）

西
村
惠
里
香
（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

志
賀
　
清
泰
（
宇
治
市
西
宇
治
図
書
館
）

重
光
美
弥
子
（
宇
治
市
西
宇
治
図
書
館
）

中
西
美
智
子
（
城
陽
市
立
図
書
館
）

岸
田
　
敦
子
（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

古
瀬
　
妙
子
（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

小
山
喜
和
加
（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

湯
浅
　
真
弓
（
京
丹
波
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

柴
田
　
容
子
（
京
都
府
立
図
書
館
）

　
受
彰
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

C
C

C
C

C
C

C

C
C

C
C

C
C

C

職員表彰の模様
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二
〇
〇
六
年
四
月
、
「
こ
れ
か
ら
の
図

書
館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議
」
か

ら
『
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
―
地
域
を
支

え
る
情
報
拠
点
を
め
ざ
し
て
―
（
報
告
）
』

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
は
「
公

立
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し

い
基
準
」
（
二
〇
〇
一
年
）
施
行
後
の
社

会
や
制
度
の
変
化
、
新
た
な
課
題
等
に
対

応
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
運
営
に
必

要
な
新
た
な
視
点
や
方
策
等
に
つ
い
て
提

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
報
告
で
は
、
図
書
館
職
員
や
利
用

者
だ
け
で
な
く
、
地
方
公
共
団
体
の
議

員
・
職
員
や
地
域
住
民
等
へ
も
図
書
館
の

利
用
と
改
革
を
広
く
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
近
年
の
予
算
の
減
少
傾
向
、

図
書
館
間
の
格
差
の
ほ
か
、
図
書
館
や
司

書
が
単
に
「
本
を
借
り
る
と
こ
ろ
」
「
貸

出
手
続
き
を
す
る
人
」
と
認
識
さ
れ
が
ち

な
現
状
を
指
摘
し
、
こ
れ
ま
で
の
貸
出
中

心
の
活
動
に
加
え
て
、
今
ま
で
十
分
で
な

か
っ
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
等
の
充

実
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
一
般
成
人
と
し
て

一
括
り
に
な
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
対
象

を
、
行
政
・
学
校
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
地
場
産

業
等
の
職
業
や
、
法
律
・
医
療
・
子
育
て

等
の
生
活
上
の
課
題
に
よ
っ
て
分
類
し
、

こ
れ
ら
の
対
象
別
に
、
行
政
支
援
、
子
育

て
支
援
等
の
体
系
的
で
一
貫
し
た
各
種
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
提
案
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
の
資
料
提
供
は
、

本
と
新
刊
雑
誌
が
中
心
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
地
域
の
情
報

拠
点
と
し
て
、
雑
誌
・
新
聞
記
事
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
情
報
源
、
地
域
の

チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
さ
ら
に
、
関

係
機
関
と
連
携
し
た
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
等

の
多
様
な
資
料
と
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
提
案
は
、
町
立
図
書
館
を
含

む
全
国
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
図
書
館
の
事

例
を
も
と
に
組
立
て
ら
れ
て
お
り
、
実
践

事
例
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
十
分
実

現
が
可
能
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
改
革
の
中
心

は
、
雑
誌
記
事
と
新
聞
記
事
の
提
供
に

よ
っ
て
、
利
用
者
の
課
題
解
決
、
調
査
研

究
の
要
求
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
「
指
定
管
理
者
制
度
」
（
二
〇
〇
三

年
九
月
施
行
）
を
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で

検
索
す
る
と
、
単
行
本
の
書
名
に
初
め
て

そ
の
言
葉
が
出
て
く
る
の
は
、
二
〇
〇
四

年
十
月
で
す
が
、
雑
誌
記
事
の
標
題
で

は
二
〇
〇
三
年
十
一
月
で
す
。
そ
し
て

二
〇
〇
四
年
九
月
ま
で
に
七
十
一
件
も
の

記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
単

行
本
に
比
べ
て
、
発
表
が
早
い
の
が
雑
誌

記
事
の
特
徴
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
文
献
、

著
者
の
数
が
多
く
、
主
題
が
細
か
い
と
い

う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
あ
る
主
題
に
つ
い
て
本

が
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
代
わ
り
に
、
雑

誌
記
事
を
提
供
で
き
ま
す
。
自
館
に
雑
誌

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
な
く
て
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
国
立

国
会
図
書
館
の
雑
誌
記
事
索
引
と
コ
ピ
ー

郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
郵
送
日

数
は
か
か
り
ま
す
が
、
地
方
の
小
図
書
館

で
も
雑
誌
記
事
を
提
供
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
だ
け
で
な
く
、
求
め

る
テ
ー
マ
に
関
す
る
雑
誌
・
新
聞
記
事
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
源
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仕
事
や
生
活
上
の
課

題
を
か
か
え
た
人
々
に
必
要
な
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
の
整
備
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ス
ク
が
あ
っ

て
も
、
奥
ま
っ
た
参
考
室
な
ど
目
立
た
な

い
場
所
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
一
階
の
入
口
の
近
く
に
、
貸
出
カ

ウ
ン
タ
ー
と
は
別
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ス

ク
を
置
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
と

司
書
を
配
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

れ
だ
け
で
、
か
な
り
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
が
整
い
、
利
用
者
に
も
サ
ー

ビ
ス
の
存
在
や
司
書
の
役
割
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
も
と

に
、
外
部
の
組
織
・
団
体
と
の
連
携
を
深

め
、
職
員
の
能
力
向
上
に
努
め
、
図
書
館

の
存
在
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
図
書
館
は
、
課
題
解
決
に
役
立

つ
所
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
改
革
は
、
こ
れ
ま

で
主
に
読
書
の
た
め
に
図
書
館
を
利
用
し

て
き
た
人
々
に
と
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

点
で
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
も
た
ら
す
こ
と

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
報
告
は
、
図
書
館
の
実
情
に
応
じ

て
、
ど
の
図
書
館
で
も
、
段
階
的
に
改
善

し
て
い
け
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
報
告
を
活
用
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
図
書
館
の
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
は
京
都

府
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
を
受
け
、
平
成

十
九
年
度
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
支
援

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
府
内
に
お
け
る
子
ど
も

の
読
書
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
、
学
校
や
図
書
館
等
で
活
躍
す
る
読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
の
開
催
及
び
修
了
者
に
対
す
る
府
や
市

町
村
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
紹
介

で
す
。

　
実
施
は
、
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議

会
が
主
催
す
る
ほ
か
、
市
町
村
図
書
館
等

と
共
催
で
実
施
を
し
ま
す
。

　
主
催
事
業
に
つ
い
て
は
、
共
催
事
業
に

お
け
る
養
成
講
座
の
開
催
地
域
を
考
慮

し
、
北
部
地
域
で
の
開
催
に
向
け
て
、
現

在
、
研
修
研
究
委
員
会
に
お
い
て
、
講
座

内
容
の
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
図
書
館
等
と
の
共
催
事

業
に
つ
い
て
は
、
六
月
上
旬
に
京
都
府
図

書
館
等
連
絡
協
議
会
の
加
盟
館
あ
て
に
要

項
等
の
通
知
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
五
館
の

申
請
が
あ
り
、
七
月
上
旬
に
以
下
の
五
市

町
図
書
館
等
と
の
共
催
を
決
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
講
座
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
市

町
図
書
館
等
が
主
催
し
て
こ
ら
れ
た
事
業

の
充
実
を
図
っ
た
講
座
や
、
新
規
に
取
組

を
さ
れ
た
講
座
が
あ
り
ま
す
が
、
内
容

は
、
手
袋
人
形
の
制
作
・
実
践
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
講
座
に

な
っ
て
い
ま
す
。

★
共
催
実
施
市
町
図
書
館
等

　
宇
治
市
中
央
図
書
館

　
木
津
川
市
立
中
央
図
書
館

　
京
丹
波
町
中
央
公
民
館
図
書
室

　
綾
部
市
図
書
館

　
福
知
山
市
立
図
書
館
中
央
館

　
桜
の
蕾
が
色
づ
く
、
平
成
十
九
年
三
月

十
二
日
に
木
津
町
・
加
茂
町
・
山
城
町
の

三
町
は
合
併
し
、
人
口
約
六
六
、
〇
〇
〇

人
の
木
津
川
市
が
誕
生
し
て
、
早
や
五
ヶ

月
余
り
経
過
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
も
こ
の
合
併
に

よ
り
ま
し
て
三
図
書
館
と
一
分
室
の
業
務

シ
ス
テ
ム
を
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

び
、
一
枚
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
で
各
館

に
お
い
て
、
ほ
ぼ
均
質
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
可
能
な

資
料
も
二
四
一
、
〇
〇
〇
冊
と
な
り
ま
し

た
。

　
資
料
の
貸
出
、
返
却
、
検
索
が
各
館
で

可
能
と
な
っ
た
為
、
徐
々
に
貸
出
冊
数
と

伴
に
利
用
者
も
増
加
し
て
い
る
反
面
、
各

館
に
資
料
返
却
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
業
務
と
し
て
返
却
資
料
や
リ
ク
エ

ス
ト
資
料
の
回
送
業
務
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　
統
合
に
際
し
、
三
館
の
業
務
内
容
の
統

合
調
整
、
新
業
務
シ
ス
テ
ム
の
操
作
研
修

等
を
行
い
、
万
全
を
期
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
予
期
せ
ぬ
問
題
が
少
な
か
ら
ず
発
生

し
、
職
員
の
献
身
的
な
努
力
に
よ
り
、
業

務
が
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
業
務
統
合
し
て
統
一
性
の
あ
る
運
営
を

求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
多
様
な
市
民
要
望

を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
が
地
域
性
を
生

か
し
た
運
営
も
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
合
併
し
て
日
も
浅
く
、
課
題
も
多
く
各

館
で
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
今
後
の
取

り
組
み
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の

早
期
実
施
・
学
校
と
の
連
携
強
化
・
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
の
強
化
・
読
み
聞
か
せ
の
充

実
・
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
の
移
動
図
書
館
バ

ス
の
配
車
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
等

の
施
策
を
進
め
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
財
政
が
厳
し
い
状
況
下
で
す
が
、
全
職

員
が
一
丸
と
な
り
各
館
が
地
域
を
支
え
る

情
報
拠
点
と
な
る
よ
う
、
市
民
な
ら
び
に

関
係
機
関
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
得
な
が

ら
地
域
の
特
色
を

生
か
し
、
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
図

書
館
事
業
を
展
開

し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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平
成
十
九
年
度

　
京
図
連
協
役
員
体
制

会
長

　
小
山
　
雄
一
（
精
華
町
立
図
書
館
）

副
会
長

　
山
本
　
明
宣
（
舞
鶴
市
立
西
図
書
館
）

理
事

　
河
原
　
正
夫
（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書

　
館
・
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

　
田
中
　
元
美
（
京
都
府
立
図
書
館
）

　
西
村
　
千
秋
（
長
岡
京
市
立
図
書
館
）

　
山
﨑
　
健
藏
（
京
都
市
北
図
書
館
）

　
小
山
　
豊
嗣
（
久
御
山
町
立
図
書
館
）

　
久
野
村
観
光
（
宇
治
田
原
町
立
図
書
館
）

　
粟
路
　
静
夫
（
南
丹
市
立
中
央
図
書
館
）

　
塩
見
　
　
裕
（
与
謝
野
町
立
図
書
館
）

　
松
岡
　
豊
美
（
京
丹
後
市
立
図
書
館
）

監
事

　
長
谷
川
幸
治
（
京
都
市
西
京
図
書
館
）

　
仁
科
　
晴
夫

　
　
　
　
　
（
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館
）

顧
問

　
松
田
　
　
定
（
京
都
府
立
図
書
館
）

　
辻
　
　
逸
司
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

　
中
西
　
　
進
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

事
務
局
（
京
都
府
立
図
書
館
）

　
森
永
　
健
三
（
事
務
局
長
）

　
中
松
　
幸
博
（
事
務
局
員
）

　
永
木
　
博
美
（
事
務
局
員
）

　
藤
本
　
裕
行
（
事
務
局
員
）

平
成
十
九
年
度

　
専
門
委
員
会
委
員
一
覧

◎
研
修
研
究
委
員
会

委
員
長

　
河
原
　
正
夫
（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書

　
館
・
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

委
員

　
岡
本
三
容
子
（
向
日
市
立
図
書
館
）

　
平
田
　
浩
三

（
八
幡
市
立
男
山
市
民
図
書
館
）

　
石
川
　
佳
奈

（
木
津
川
市
立
山
城
図
書
館)

　

　
栗
林
さ
よ
子

（
亀
岡
市
立
図
書
館
中
央
館
）  

　

　
大
西
　
敏
之
（
南
丹
市
立
中
央
図
書
館
）

　
福
岡
　
志
延

（
福
知
山
市
立
図
書
館
中
央
館
）

　
竹
之
内
英
子
（
舞
鶴
市
立
西
図
書
館
）

　
瀬
戸
真
由
美
（
与
謝
野
町
立
図
書
館
）

　
藤
原
恵
美
子

　
　
　   （
京
丹
後
市
立
峰
山
図
書
館
）

　
榎
並
　
智
幸
（
京
都
市
下
京
図
書
館
）

　
小
西
　
理
恵

　
（
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　
平
居
　
千
明
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

　
植
本
　
和
秀
（
京
都
府
立
図
書
館
）

◎
相
互
協
力
委
員
会

委
員
長

　
田
中
　
元
美
（
京
都
府
立
図
書
館
）

委
員

　
五
十
棲
千
景
（
長
岡
京
市
立
図
書
館
）

　
西
村
恵
里
香
（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

　
新
築
　
　
猛
（
久
御
山
町
立
図
書
館
）

　
辻
　
　
玲
子

　
　
　
　  

（
京
田
辺
市
立
中
央
図
書
館
）

　
小
谷
　
光
幸
（
井
手
町
図
書
館
）

　
森
山
　
貴
子
（
精
華
町
立
図
書
館
）

　
岡
山
　
理
恵
（
舞
鶴
市
立
東
図
書
館
）

　
吉
田
麻
由
美
（
宮
津
市
立
図
書
館
）

　
田
辺
　
聖
子

　
　
　  

（
京
丹
後
市
立
あ
み
の
図
書
館
）

　
上
田
ま
ゆ
み
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

　
伊
東
　
泰
子
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

　
足
立
　
良
子
（
京
都
府
立
図
書
館
）

◎
広
報
委
員
会

委
員
長

　
西
村
　
千
秋
（
長
岡
京
市
立
図
書
館
）

委
員

　
山
中
真
理
子
（
城
陽
市
立
図
書
館
）

　
鈴
木
　
琢
也
（
宇
治
田
原
町
立
図
書
館
）

　
立
藤
　
江
理
（
綾
部
市
図
書
館
）

　
林
川
　
明
子
（
京
都
市
右
京
図
書
館
）

　
楠
　
　
久
美
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

　
永
木
　
博
美
（
京
都
府
立
図
書
館
）

　
平
成
十
九
年
度
研
修
計
画

　
現
在
分
か
っ
て
い
る
範
囲
の
研
修
計
画

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
第
九
十
三
回
全
国
図
書
館
大
会

期
日
…
十
月
二
十
九
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
日
（
火
）

開
催
地
…
東
京
都

テ
ー
マ
…
つ
な
げ
よ
う
未
来
へ
、
ひ
ら
こ

う
現い

在ま

を
　
図
書
館
は
力
―
文

化
が
集
ま
る
、
情
報
が
集
ま

る
、
人
が
集
ま
る
―
」

◎
全
国
公
共
図
書
館
研
究
集
会

＊
総
合
・
経
営
部
門

期
日
…
九
月
二
十
七
日
（
木
）

〜
二
十
八
日
（
金
）

開
催
地
…
青
森
県
青
森
市 

テ
ー
マ
…
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
は
何
が
で
き

る
か
！
〜
未
来
を
つ
く
る
図
書

館
に
向
け
て
〜

＊
サ
ー
ビ
ス
部
門

期
日
…
十
一
月
十
五
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
十
六
日
（
金
）

開
催
地
…
沖
縄
県
那
覇
市

テ
ー
マ
…
「
創
造
」
未
来
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

―
守
礼
の
邦
で
英
知
の
結
集
を
―

◎
図
書
館
地
区
別
研
修
近
畿
地
区

期
日
… 

（
未
定
）

開
催
地
…
奈
良
県
（
予
定
）

◎
近
公
図
研
究
集
会
（
兼
児
童
奉
仕
部
門
）

期
日
… 

十
一
月
三
十
日
（
金
）

開
催
地
…
大
阪
府

日
時
　
平
成
十
九
年
九
月
五
日
（
水
）

　
　
　
十
時
二
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

　
　
　
（
受
付
十
時
）



み

み

（6）

会
場
　
同
志
社
大
学
（
今
出
川
校
舎

　
　
　
　
　
　
　
明
徳
館
　
Ｍ
１
教
室
）

講
演
　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
」

講
師
　
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
生
活
機
構

　
　
　
研
究
科
、
人
間
社
会
学
部

　
　
　
　
　
　
教
授
　
大
串
　
夏
身
　
氏

報
告

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

　
活
用
法
」

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
図
書
館
協
力
課

　
　
　
　
　
　
司
書
　
藤
河
　
正
憲
　
氏

「
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
〜
パ
ス
フ
ァ
イ

　
ン
ダ
ー
を
通
し
て
〜
」

三
重
大
学
学
術
情
報
部
情
報
図
書
館

チ
ー
ム
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
担
当

　
　
　
チ
ー
ム
員
　
柴
田
　
佳
寿
江
　
氏

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
イ

　
ン
フ
ラ
に
〜
福
井
県
立
図
書
館
の
実
践
〜
」

福
井
県
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
司
書
　
宮
川
　
陽
子
　
氏

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
活
用
事
例
」

京
都
府
立
山
城
高
等
学
校
　

学
校
図
書
館
司
書
　
堀
　
奈
津
子
　
氏

交
流
協
議

　　
新
任
図
書
館
（
施
設
）
長
紹
介

京
都
市
中
央
図
書
館
　
　
中
西
　
　
進

　
同
伏
見
中
央
図
書
館
　
河
原
　
正
夫

　
同
醍
醐
中
央
図
書
館
　
河
原
　
正
夫

　
同
　
左
京
図
書
館
　
　
大
見
　
敏
之

　
同
　
山
科
図
書
館
　
　
林
　
　
邦
雄

　
同
　
下
京
図
書
館
　
　
大
西
　
弘
二

　
同
　
洛
西
図
書
館
　
　
中
原
　
浩
二

向
日
市
立
図
書
館
　
　
　
酒
井
　
英
慈

綾
部
市
立
図
書
館
　
　
　
西
口
　
博
幸

舞
鶴
市
立
東
図
書
館
　
　
冨
永
　
　
正

与
謝
野
町
立
図
書
館
　
　
塩
見
　
　
裕

京
丹
後
市
立
図
書
館
　
　
松
岡
　
豊
美

京
都
府
立
図
書
館
　
　
　
松
田
　
　
定

★ 

専
門
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス 

★

◎
研
修
研
究
委
員
会

　
平
成
十
九
年
六
月
二
十
九
日
（
金
）
に

京
都
府
立
図
書
館
で
、
平
成
十
九
年
度
第

一
回
研
修
研
究
委
員
会
を
開
催
し
、
今
年

度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

立
案
し
ま
し
た
。

北
部
会
場

　
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
支
援
事
業

（
京
都
府
教
育
委
員
会
委
託
事
業
）
と
し

て
、
お
は
な
し
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
上
旬

　
場
所
　
み
や
づ
歴
史
の
館

　
内
容
　
講
演
と
実
演

中
部
会
場

　
平
成
十
九
年
十
月
下
旬

　
場
所
　
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
テ
ー
マ
　
マ
ン
ガ
文
化
を
知
る

　
内
容
　
　
館
内
見
学
と
紙
芝
居
実
演

南
部
会
場

　
平
成
十
九
年
十
一
月
下
旬

　
テ
ー
マ
　
図
書
館
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
場
所
・
内
容
　
未
定

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
、
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
相
互
協
力
委
員
会

　
平
成
十
八
年
度
相
互
協
力
実
務
担
当
者

会
議
が
平
成
十
九
年
三
月
八
日
（
木
）
府

立
図
書
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
子
ど
も
読
書
絵
て
が
み

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
状
況
。
京
都
府
図
書

館
等
総
合
目
録
関
連
で
は
、
操
作
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
説
明
、
シ
ス
テ
ム
更
新
中
の
南
丹

市
、
木
津
川
市
の
状
況
報
告
。
雑
誌
・
新

聞
総
合
目
録
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
十
九

年
六
月
中
完
了
を
目
指
し
、
各
館
へ
調
査

協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
連
絡

協
力
車
の
運
行
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
九
年
度
で
合
併
に
よ
る
暫
定
運
行
期

間
が
終
了
す
る
市
町
に
つ
い
て
も
、
希
望

に
対
し
分
館
等
へ
の
巡
回
を
年
四
回
程
度

実
施
す
る
こ
と
、
職
員
研
修
に
つ
い
て

は
、
府
内
三
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
年
四
回
の
研

修
会
実
施
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
連
絡
協
力
車
の
巡
回
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
、
中
央
館
と
館
長
勤
務
館
が
異
な

る
こ
と
と
な
っ
た
南
丹
市
と
京
丹
後
市
に

つ
い
て
は
、
中
央
館
に
毎
週
、
館
長
勤
務

館
へ
は
月
一
回
（
府
立
図
書
館
職
員
乗
務

日
）
の
巡
回
が
決
定
し
ま
し
た
。

◎
広
報
委
員
会

　
平
成
十
九
年
度
第
一
回
広
報
委
員
会
を

六
月
七
日
（
木
）
に
府
立
図
書
館
で
開
催

し
、
今
年
度
の
発
行
計
画
と
会
報
第
七
十

三
号
の
編
集
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
発
行
は
年
三
回
と
し
、

・
第
七
十
三
号
　
八
月
十
五
日

・
第
七
十
四
号
　
十
一
月
十
五
日
（
予
定
）

・
第
七
十
五
号
　
三
月
十
五
日
（
予
定
）

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

編
　
集
　
子

　
広
報
委
員
会
二
年
目
を
迎
え
て
、

交
代
と
な
っ
た
新
メ
ン
バ
ー
で
充

実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
が
ん
ば
り

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ど
こ
の
図
書
館
で

も
線
引
き
、
切
り
取
り
等
利
用
者

の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
迷
惑
を
受
け

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
「
自
分

さ
え
よ
け
れ
ば
」
と
い
う
考
え
の

人
が
多
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
利
用
者
全
て
が
、
気
持
ち
よ
く

利
用
で
き
る
図
書
館
に
し
た
い
も

の
で
す
。


